
クールな音楽家モーツァルト 

---モーツァルト：ピアノ協奏曲 Nos. 11&14 

W.A. Mozart, some cool musician 

坂崎 紀 

 ヒットする曲の条件は何だろう。必ずしも音楽の質だけで決まるとはいえないが、誰でもわかりや

すく、多くの人が共感できる曲はヒットするといえるだろう。逆に一部の専門家しかわからないよう

な凝った音楽、聴き手に一定水準の音楽的能力や音楽経験を要求するような曲はヒットしにくいとい

える。 

 この問題について、モーツァルトが 1782 年 12 月 28 日付の手紙の中で興味深いことを書いてい

る。 

 「予約演奏会用の協奏曲が 2曲必要です。これらの協奏曲は、非常に易しいものと非常に難しいも

のとの中間を正確に狙ったもので、とても華やかで聴いて楽しく、シンプルで自然ですが無内容に響

くことはありません。専門家のみが真に楽しめる個所もここかしこにありますが、素人でも満足を感

じるはずです、たとえその理由がわからなくても。」 

 ここには作曲家の職業上の秘密、あるいはモーツァルトのプロ作曲家としてのドライな面が感じら

れる。予約演奏会というのは前売り券を売り、演奏会を行う方式。およそ 18世紀頃から公開演奏会

が一般化するにつれて採用されるようになった。不特定多数の人が安価にチケットを入手できるよう

にするかわりに聴衆の数が多くなるように演奏会を企画して利益を上げようというものだ。いわば薄

利多売。これは現在の各種演奏会の方式と本質的には同じだ。 

 チケットが売れなければ話にならないから、幅広い層にアピールしなければならない。しかしモー

ツァルトは決して「わかりやすければいい」とか「素人にはわかりやすいものを」といってはいない



し、もちろん「理解できる人だけが聴けばいい」ともいっていない。その中間を正確に狙う、という

ところがミソ。 

 「華やかで楽しく、シンプルで自然」というはこの時代の古典主義の理念で、技巧を凝らしたり複

雑さを追求した難解な音楽は好まれなかった。これはひとつには啓蒙思想による人間の自然な感覚を

尊重する風潮に由来し、社会的には音楽を享受する階層がそれまでの王侯貴族から中産市民階級に拡

大したためだ。 

 晩年のバッハは、当時の音楽評論家から「技巧が過度、もっと自然であるべきだ」と批判されてい

るが、これは古典主義的な音楽観からなされたものと解釈できる。「一部の音楽通の貴族にしかわか

らないような音楽はこれからは時代遅れ」ということなのだ。だからハイドンやモーツァルトの音楽

は、ある意味ではバッハよりも単純素朴といえるが、これは音楽がより広い層に受け入れられること

につながる。 

 さてウィーンといえども、音楽通の数は限られるだろう。チケット金額が同じなら、演奏会に音楽

通がひとり来てくれるよりも、平均的一般人（素人）が３人来てくれた方が営業面では有利なのだ。

しかしモーツァルトはもっと計算して「音楽通も満足するし、一般人も楽しめる」と書いている。つ

まり４人来ることを狙っているのだ。これは作るテクニックとしてはむずかしい。凝った和声や繊細

な表現といったものは音楽通には受けるが、一般人にはわからない。逆に派手で明快な音楽は一般人

にはわかりやすいが、そればかりだと、音楽通には内容空疎な印象を与える。 

 ただ音楽というのは時間経過の中で変化していくものなので、わかりやすい部分と、やや凝った部

分をうまく混ぜ合わせれば、音楽通も一般人もある程度まで満足させることは可能だろう。モーツァ

ルトはそういう曲を書こうとしていたのだ。 

 ではモーツァルトはこの手紙を書いた後、どんな協奏曲を書いたのだろうか。この手紙の直後に書

かれたのはピアノ協奏曲第 11 番ヘ長調 K.413(387a)と第 14 番ハ長調 K. 415(387b)だったと考え

られている。インマゼールがフォルテピアノで演奏した CD を聴いてみよう*。 



 これらの曲は大局的にはウィーン古典派の音楽で、現在の基準からすると明快でわかりやすい音

楽。しかし作曲された 18 世紀末の時点では斬新で新しい面もあったと思われる。特に第１楽章では

さまざまな音楽的要素が出てきて、感傷的なフレーズもあれば、大げさな身振りでハデなところもあ

るが、これらの要素のうちのいくつかは当時としては新しくユニークで音楽通向けであり、いくつか

はより一般的で大衆的だったのだろう。 

 モーツァルトはしばしば「神童」、「天才」といわれるから、人によってはインスピレーションに

駆られて神がかり状態で一気に曲を書き上げる「ゲイジュツカ」というイメージを抱くかもしれな

い。しかしそれはいささかロマン主義的な幻想というべきだ。 

 前掲の手紙からすると、彼は自分の音楽に対してかなりメタ認識ができており、ある意味では冷静

かつ客観的に「どうすればウケるか」を考えながら作曲し、演奏していた。そう、モーツァルトは

「冷静」、「カッコいい」、という２つの意味でクール cool なミュージシャンだったのだ。 

----- 

*W. A. Mozart: Clavier-Concerte 11, 13 & 14. 

Orchestra Anima Erterna/ J. v. Immerseel 

(Channel Classics CCS 0990) 

2006.5.23 

さかざき おさむ（西洋音楽史） 

初出：『あんさんぶる』第 463 号（2005 年６月、カワイ音楽教育研究会刊）に筆名秋山裕彦で寄稿。 

 


